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令和２年１月 29日(水) 成美教育文化会館グリーンホールで開催 

会長挨拶 来賓の皆様からの祝辞 

     

会長 

名和 卓良 
東久留米市長 

並木 克巳様 
東久留米市議会議長 

富田 竜馬様 
東京都議会議員 

細谷 祥子様 
東京都議会議員 

原 紀子様 

乾 杯 踊りや歌、そして楽しい演奏を披露していただきました 

 

   

副会長 

永渕 充子 

日本舞踊 

須藤 清子さん 
ジャズ・ポップス 

鈴木 実穂さん 
サックスバンド 

トロｱ ドロップス 

 

ＳＫＣ 
(シルバーカラオケサークル) 

安尾 賢一さん他 
 

美声で盛り上げて 

いただきました 

 

  

会場の様子 全員で大合唱 
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東久留米市長 

並木 克巳 
東久留米市シルバー人

材センターの皆様におか

れましては、お健やかに

新しい年をお迎えのこと

とお慶び申し上げます。

また、貴センターにおか

れましては旧年中も就業

やボランティア活動を通じて、地域貢献に大

きな力を発揮していただいたことについて感

謝申し上げます。 

昨年は令和という新しい時代が始まり、今

年は東京オリンピック・パラリンピック開催

の年となります。東久留米市においても７月

１５日の２番目に聖火リレーが行われます。

詳細はホームページ等に掲載しております

が、滝山球場をスタートし、東久留米市役所が

ゴール地点となりますので、皆様ぜひ沿道に

足をお運びいただければと思います。 

さらに、今年は東久留米市市政５０周年の

大きな節目を迎えます。市全体で祝うととも

に、市の魅力を広く発信し、当市への愛着をさ

らに深めていただきたいと思っております。 

さて、当市において、６５歳以上の高齢化率

は１月１日現在２８.３７％、 ７５歳以上は

１５．４９％となっており、今後も上昇が見込

まれております。超少子高齢化によって労働

人口が減少していく中、貴センターは、「生涯

現役社会」の実現に大きな役割を果たされて

います。また、高齢者の生きがいづくり、地域

社会の活性化、健康寿命の推進に寄与されて

おり、当市において重要な位置付けにあるも

のと考えております。私も、市民の皆様からの

ご要望に応えるべく、引き続き市政運営の先

頭に立ち、皆様とともに夢と希望の持てる元

気なまちづくりの実現に、前向きにポジティ

ブに取り組んでまいります。 

結びに、貴センターの今後の益々のご発展

と会員の皆様のご健勝とご多幸をご祈念申し

上げ、ご挨拶とさせて頂きます。 

 東久留米市シルバー人材センター会長 

 名和 卓良  
年が改まり早や令和２年

となりました。会員の皆様

におかれましては輝かしい

新年をお迎えのこととお慶

び申し上げます。昨年は関

東も台風などの自然災害の

脅威にさらされましたが、

今年は東京オリンピック・パラリンピックも

半年後に開催の運びとなり、明るく、良い年で

あってほしいと願っています。 

さて、全国のシルバー人材センターの会員

数は減少傾向から下げ止まり傾向となってお

り、会員増となっているセンターも少なくあ

りません。当センターも市民の方にシルバー

人材センターを積極的にPRするなど会員増強

へ向けて一歩一歩進んでいく年にできればと

思います。 

しかしながら、足元では傷害事故、特に転倒

事故・自転車事故が多発しており、事故防止が

急務となっています。今年度はいわゆるもら

い事故が多発しており、信号が青でもさらに

安全を確認するなど身を守る行動をお願いし

ております。また、このところお客様からのク

レーム・トラブルが増えています。常識的なビ

ジネスルール・マナーに基づいて就業してい

ただき、日常と異なる際は事務局に相談して

いただくようにお願いする次第です。 

当センターではいろいろな課題があります

が、一つひとつ乗り越え、将来の発展につなげ

ていきたいと思います。最後になりましたが、

本年が皆様にとって明るく幸多い年となりま

すことを心からご祈念申し上げまして、ご挨

拶といたします。 
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《
屁
理
屈
を
捏
ね
飽
き
し
我
が
小
さ

さ
よ
》 

古
希
を
過
ぎ
た
昨
春
、
同
時

に
己
が
老
骨
が
コ
キ
コ
キ
と
き
し
む

の
を
覚
え
る
や
、「
は
は
ァ
、
こ
れ
で

古
希
と
い
う
の
か
」
な
ど
と
愚
に
も

つ
か
ぬ
駄
ジ
ャ
レ
を
呟
き
な
が
ら
、

能
天
気
に
も
植
木
班
と
い
う
「
新
世

界
」
に
飛
び
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

は
た
し
て
そ
こ
は･･

我
が
半
生
と

は
三
百
六
十
度
引
っ
く
り
返
っ
た
世

界
で
あ
り
、
不
器
用
な
自
分
に
は
、
身

体
と
頭
の
両
方
を
連
携
さ
せ
る
、
ま

さ
に
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
し
か
し
１
年
足
ら
ず
、
外
出

時
に
は
思
わ
ず
他
人
様
の
庭
に
見
入

り
、「
あ
れ
は
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」「
こ

れ
が
サ
ザ
ン
カ
」
と
品
定
め
し
て
い

る
の
が
、
そ
の
当
人
で
あ
る
こ
と
に

驚
い
て
い
ま
す
。 

 

 

 

さ
て
、
い
ぶ
し
銀
の
働
き
と
い
う

形
容
が
あ
り
ま
す
。
い
ぶ
し
銀
と
は
、

燻
し
た
銀
、
つ
ま
り
は
シ
ル
バ
ー
の

こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
働
き
な
の
か
。
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
就
業
現
場
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
先
輩
各
位
の
流
れ

作
業
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
、
そ
れ
は

見
て
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

石
の
上
に
も
三
年
。
と
は
い
う
も

の
の
、
未
だ
清
掃
の
手
順
す
ら
完
全

に
は
呑
み
込
め
ず
、
お
ま
け
に
高
所

恐
怖
症
の
己
に
諺
ど
お
り
の
辛
抱
が

で
き
る
も
の
や
ら･･

。 
せ
め
て
心
の
支
え
に
、
次
の
駄
句

を
肝
に
銘
じ
て
お
き
ま
す
。 

《
い
ぶ
し
銀
わ
れ
ら
シ
ル
バ
ー
の 

誇
り
か
な
》 

《
い
つ
の
日
か
シ
ル
バ
ー
の
星 

オ
レ
だ
っ
て
》 

 

 

私
の
就
業
の
歩
み 

 
 

五
十
嵐 

き
よ
み 

         

平
成
２２
年
に
入
会
し
て
、
ま
ず
初

め
て
の
仕
事
は
、
週
２
回
小
学
１
年

生
の
帰
宅
時
の
付
き
添
い
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
家
事
援
助
と
し
て
、
父
親

ほ
ど
の
歳
の
方
の
お
宅
に
７
年
間
買

い
物
な
ど
で
通
い
ま
し
た
が
、
大
変

博
識
で
教
養
、
気
品
の
あ
る
方
で
、
ま

た
優
し
く
接
し
て
下
さ
り
、
人
と
し

て
の
在
り
方
を
沢
山
学
ば
せ
て
貰
い

ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
保
育
園
児
の
お
迎
え
と

夕
食
の
お
世
話
を
す
る
仕
事
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
お
子
さ
ん
は
０
歳
か

ら
保
育
園
に
通
っ
て
い
た
せ
い
か
、

自
立
心
が
強
く
、
食
事
も
し
っ
か
り

１
人
で
出
来
る
の
で
、
私
は
傍
ら
で

見
守
る
形
で
し
た
。 

 

こ
こ
で
は
遊
び
の
絵
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
英
語
が
多
く
、
最
近
の
英
才
教
育

の
一
端
を
垣
間
見
た
思
い
で
、
大
変

驚
か
さ
れ
ま
し
た 

 

私
に
は
孫
が
５
人
お
り
、
よ
く
面

倒
を
み
て
い
た
の
で
、
こ
の
仕
事
は

全
然
苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

数
年
前
か
ら
市
報
の
配
布
も
受
け

持
ち
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
や
北
風

の
中
を
届
け
る
の
は
大
変
な
作
業
で

す
が
、「
ご
苦
労
様
」
の
ひ
と
言
で
、

疲
れ
が
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
喜
び
も

あ
り
ま
す
。 

 

最
近
は
、
家
事
援
助
で
、
月
に
１
回

個
人
宅
に
伺
い
、
風
呂
場
や
台
所
な

ど
の
お
掃
除
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
方
は
８６
歳
の
女
性
で
、
習
字

の
先
生
や
会
社
経
営
も
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
驕
る
事
も
な
く
、
い
つ
も
大
変

気
を
遣
っ
て
下
さ
り
、
人
生
の
大
先

輩
と
し
て
の
お
話
を
伺
っ
た
り
、
と

良
い
経
験
を
頂
い
て
い
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
就
業
で
は
、
得
る
も
の

が
沢
山
あ
り
、
入
会
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

石
の
上
に
も
三
年
？ 

植
木
班 

加
藤 

周
平 
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日
頃
、
情
報
回
覧
の
配
布
を
中

心
に
、
様
々
な
地
域
班
活
動
に
ご

尽
力
頂
い
て
い
る
班
長
さ
ん
よ

り
、
他
地
域
と
の
繋
が
り
が
欲
し

い
と
の
声
が
あ
り
、
今
回
は
班
長

同
士
の
情
報
交
換
と
交
流
の
場
と

し
て
、
懇
談
会
形
式
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

会
に
先
立
ち
、
前
沢
地
域
の
薗

田
・
田
中
各
班
長
よ
り
、
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
、
市
内
巡
り
や
カ
ラ

オ
ケ
、
遊
歩
道
清
掃
な
ど
前
沢
独

自
の
活
動
が
、
地
域
活
動
の
ヒ
ン

ト
の
一
助
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。 

 

           
懇
談
会
で
は
地
域
活
性
化
・

会
員
増
強
・
地
域
の
問
題
点
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
、
問
題
意
識

の
共
有
化
が
今
後
の
地
域
班
活

動
へ
の
取
り
組
み
に
活
か
さ
れ

る
事
を
期
待
し
て
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。 

  

リ
ー
ダ
ー
68
名
と
役
員
12
名

の
総
勢
80
名
が
、
事
務
局
会
議
室

と
西
団
地
集
会
所
を
使
っ
て
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。 

名
和
会
長
よ
り
、
適
正
な
就
業

を
行
な
う
た
め
の
心
構
え
と
お
客

様
の
状
況
変
化
に
よ
る
シ
ル
バ
ー

に
対
す
る
厳
し
さ
の
現
状
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
務
局

か
ら
の
「
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
つ

い
て
」
の
講
話
に
続
き
、
７
班
に

分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
グ

ル
ー
プ
か
ら
和
や
か
な
中
に
も
積

極
的
な
意
見
が
続
出
し
、
改
め
て

グ
ル
ー
プ
の
役
割
が
共
有
化
さ
れ

ま
し
た
。 

    

            

２
部
と
し
て
、
全
員
で
テ
ー
ブ

ル
を
囲
み
、
軽
飲
食
で
親
睦
を
深

め
て
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

役
員
・
地
域
班
長
研
修
会 

(

令
和
元
年
9
月
26
日 

於 

市
民
プ
ラ
ザ)

 

 
 

役
員
・
地
域
班
長
研
修
会 

令
和
元
年
９
月
26
日 

開
催 

仕
事
別
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

(

令
和
元
年
10
月
29
日 

於 

当
セ
ン
タ
ー
会
議
室)

 

 

前沢地域 薗田班長 

全体会議 

会長挨拶 懇談会 

個別グループ討議 懇談会 
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
皆
様
の
安
全

就
業
と
健
康
に
対
し
、
様
々
な
対
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
も
体
力
測
定
会
と
、
田
無
警
察
署
の

協
力
を
得
て
、
座
学
と
実
地
練
習
を
組
合
わ

せ
た
自
転
車
講
習
会
、
車
両
運
転
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、

標
語
の
募
集
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

今
年
も
種
々
の
行
事
を
計
画
・
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

安
全
管
理
委
員
会
活
動 

職
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

（
令
和
元
年
6
月
18
日
） 

自転車安全講習会 

体力測定会 

(令和元年 11月 26 日) 

 

(令和元年 10月 31日) 
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ボランティア活動について 

公益社団法人として、地域社会と連携を保ちながら、会員のキャリアを生かして『活

力ある地域づくり』に寄与することを目的とし、年間を通して、地道に地域・社会貢献

活動を行っています。 

内容は多岐にわたり、学校ボランティア（校庭の除草、花壇の手入れなど）、川や公園、

遊歩道の清掃ボランティア、交通安全ボランティア（通学路の誘導、踏切見守り）、東久

留米七福神めぐり、環境美化マナーキャンペーン、東京マラソン祭り応援ボランティア、

など様々な場面で頑張っています。 

仲間づくり、健康づくりを兼ねた楽しい活動です！是非ご一緒にどうぞ！ 

 

七福神めぐり 道案内ボランティア ・今年も各所で活動を行いました・ 

 

   道案内 もうすぐゴールです 

  

 

踏切見守り活動 

 

沢山の方が楽しく活動しています 
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
久
留
米

市
議
会
厚
生
委
員
の
方
々
と
役
員

に
よ
る
懇
談
会
を
定
期
的
（
現
在

隔
年
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

市
議
会
の
委
員
会
の
一
つ
で
あ

る
厚
生
委
員
会
は
、「
社
会
福
祉
、

保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
な
ど
」

を
所
掌
事
務
と
し
て
お
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ

と
も
そ
の
一
つ
で
す
。 

 

現
厚
生
委
員
会
は
、
間
宮
美
季

委
員
長
以
下
8
名
の
委
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
当
日
は
全

委
員
の
ご
出
席
を
頂
き
、
当
セ
ン

タ
ー
役
員
（
理
事
・
監
事
）
12
名

と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 

  

  

ま
ず
、
セ
ン
タ
ー
紹
介
ビ
デ
オ

で
会
員
の
就
業
実
態
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
見
て
頂
き
、
地

域
社
会
に
根
差
し
、
そ
の
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
当
セ
ン
タ
ー
の
抱
え

て
い
る
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
な
い
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
求
め
ま
し
た
。 

 

今
後
と
も
継
続
し
て
懇
談
会
を

持
ち
、
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

  

  

    

昨
年
開
か
れ
た
第

5

地
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催

の
講
習
会
（
講
師 

日
本
赤
十

字
病
院 

認
知
症
看
護
認
定
看

護
師 

鬼
澤 

直
人
氏
）
に
、
理

事
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

私
達
も
い
よ
い
よ
学
ぶ
べ
き

年
齢
か
と
、
自
分
の
最
期
が
ど

の
よ
う
に
認
知
症
と
繋
が
る
の

か
不
安
な
が
ら
拝
聴
し
ま
し

た
。 

 

毎
年
敬
老
の
日
が
近
づ
く

と
、
テ
レ
ビ
等
で
流
れ
る
認
知

症
の
映
像
を
観
て
は
、
切
な
く

考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日

本
の
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
や

寝
た
き
り
に
な
る
理
由
の
第

1
位
は
「
認
知
症
」
と
か
。
脳

の
老
化
に
よ
る
物
忘
れ
か
ら
緩

や
か
に
進
行
、
90
歳
以
上
に
な

る
と
、
2
人
に
1
人
は
発
症
と

か
。
早
期
発
見
と
、
よ
り
良
い
療

養
環
境
の
中
で
過
ご
す
こ
と
で

健
康
な
状
態
に
戻
れ
る
そ
う
で

す
。 

     

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
る

今
日
、
明
日
は
我
が
身
と
意
識

し
て
、
前
向
き
に
生
き
ま
し
ょ

う
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
！ 

 

認
知
症
相
談
窓
口
・
連
絡
先 

武
蔵
野
赤
十
字
病
院 

 

認
知
症
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
４
２
２
（
３
０
）
５
６
９
７ 

(

受
付 

平
日
9
時
～
17
時) 

市
議
会
厚
生
委
員
と
の
懇
談
会 

副
会
長
・
総
務
部
会
長 

 

永
渕 

充
子 

 

(

令
和
元
年
10
月
24
日 

於 

当
セ
ン
タ
ー
会
議
室)

 

認
知
症
対
策
講
習
会 

 
 
 
 
 
 

 
 

理
事 

清
水 

晴
美 

 

 

 (

令
和
元
年
11
月
19
日 

於 

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス)
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆

様
に
は
、
団
地
内
の
清
掃
な
ど
を

委
託
し
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

滝
山
第
二
住
宅
は
、
築

50

年

を
過
ぎ
ま
し
た
。
昭
和
の
時
代
に

建
て
ら
れ
た
公
団
の
分
譲
住
宅

で
、
現
在
は
管
理
組
合
に
よ
る
自

主
管
理
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

棟
と
棟
の
間
が
広
く
、
な
だ
ら

か
な
起
伏
を
残
し
た
共
有
地
に
、

四
季
折
々
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
た

当
団
地
で
は
、 

2

月
に
は
梅
の 

 
香
が
漂
い
、

４

月
に
は
桜
の
花

吹
雪
、
ケ
ヤ
キ
の
新
緑
、
盛
夏
に

は
木
陰
を
つ
く
り
、
秋
は
黄
金
色

の
紅
葉
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。 

 

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
環
境

を
維
持
で
き
る
の
も
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
の
お
か
げ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

夏
場
、
炎
天
下
の
作
業
や
台
風

後
の
後
片
付
け
に
加
え
、
冬
の
寒

風
吹
く
時
も
、
手
押
し
車
に
お
掃

除
道
具
を
セ
ッ
ト
し
て
、
団
地
の

隅
々
ま
で
お
手
入
れ
し
て
下
さ

り
、
大
変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。 

 

長
く
住
み
続
け
ら
れ
る
滝
山
第

二
住
宅
を
維
持
す
る
た
め
に
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
は

欠
か
せ
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

 

 

滝
山
第
二
住
宅
管
理
組
合 

  

理
事
長 

福
島 

純
子 

様 

滝山第二住宅管理班 メンバーの皆さん 
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私
の
ラ
グ
ビ―

歴
は
中
学

3
年
生
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

本
格
的
に
始
め
た
の
は
高
校

か
ら
で
す
。
3
年
の
時
は
キ
ャ

プ
テ
ン
、
大
学
の
４
年
間
は
苦

楽
の
日
々
で
し
た
。
以
後
高
校

の
教
員
時
代
は
監
督
を
務
め
、

退
職
す
る
ま
で
51
年
間
関
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
（
自
身
が
選

手
と
し
て
出
た
全
国
教
員
大

会
で
は
準
優
勝
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
No.
２
フ
ッ
カ
ー
で
し
た
） 

 

昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

は
息
子
と
全
ゲ
ー
ム
を
観
戦

す
る
為
、
味
の
素
を
始
め
、
大

阪
花
園
、
大
分
な
ど
7
会
場
に

行
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

釜
石
は
台
風
１９
号
で
中
止
で

し
た
。 

 

 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
対
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
戦
で
、
サ
ポ
ー
タ

ー
が
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
だ
け

で
な
く
、
観
戦
自
体
を
楽
し

ん
で
い
る
こ
と
、
例
え
ば
、

互
い
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
私
の

眼
の
前
で
、
握
手
や
ハ
グ
な

ど
で
楽
し
ん
で
い
て
、
大
変

感
激
し
ま
し
た
。 

            

釜
石
で
は
台
風
１９
号
の
為

試
合
は
中
止
で
し
た
が
、
も
う

一
つ
の
目
的
で
あ
る
復
興
の

様
子
を
見
に
、
夜
の
台
風
の
中

を
出
掛
け
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
食
事
を
し
な
が
ら
、
あ
る

中
学
校
の
コ
ー
チ
や
柔
道
の

方
々
と
ラ
グ
ビ
ー
の
話
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

  

釜
石
の
ホ
テ
ル
で
は
、
フ
ロ

ン
ト
に
あ
る
テ
レ
ビ
を
囲
み
、

日
本
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
ご
夫
婦
、
朝
風
呂
で
会
っ
た

方
や
私
達
２
人
み
ん
な
一
緒

に
、
他
会
場
の
試
合
を
観
戦
し

ま
し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム
に
着
く

と
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
達
が

い
る
所
に
、
大
会
本
部
の
方
が

「
試
合
が
中
止
に
な
っ
た
の

で
、
大
漁
旗
を
振
っ
て
欲
し

い
」
と
旗
を
百
本
持
っ
て
こ
ら

れ
、
皆
さ
ん
で
振
っ
た
の
が
、

一
番
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

           
  

 

 

本
人(

左
端)

と
息
子
さ
ん（
右
端
） 

  

大
分
で
は
、
釜
石
で
知
り
合
っ

た
夫
婦
と
偶
然
出
会
い
、
ゲ
ー
ム

後
に
食
事
に
行
っ
た
店
で
は
ウ

ェ
ー
ル
ズ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
方

が
い
て
、
国
歌
で
は
な
く
い
ろ
い

ろ
な
応
援
歌
を
歌
っ
て
い
る
の

が
羨
ま
し
か
っ
た
で
す
。
ジ
ャ
パ

ン
を
応
援
す
る
歌
が
な
か
っ
た

の
で
。 

             

。 

   
 

 

夏
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ラ
グ
ビ
ー
も
是
非

応
援
に
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

私とラグビー 

金原 修  
釜石市街の様子 
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
よ
う
な
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す 

 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理 

月
２
回
発
行
さ
れ
る
回
覧
情
報
や

関
連
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
更
新 

 

◆
会
報
・
ま
る
ご
と
情
報
源
発
行 

年
２
回
の
「
会
報
」
と
年
１
回

「
ま
る
ご
と
情
報
源
」
を
発
行 

 

◆
入
会
希
望
者
説
明
会
開
催 

毎
月
第
３
水
曜
日
セ
ン
タ
ー
２
階

で
「
入
会
説
明
会
」
を
実
施 

 

◆
地
域
班
長
研
修
会
実
施 

地
域
班
長
の
活
動
課
題
等
に
つ
い

て
、
事
例
報
告
や
意
見
交
換
を
実
施 

 

 

◆
外

部

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加 

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
、
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
や
入
会
案
内
を
実
施 

 

○
令
和
元
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

「
東
久
留
米
市
市
民
祭
り
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
案
内
ブ
ー
ス
を
設
け
広

報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

編
集
後
記 

 

令
和
２
年
を
迎
え
、
世
界
の
平
和
と

人
類
の
幸
福
を
願
い
つ
つ
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ―

全
会
員
が
、
明
る
く
元

気
に
笑
い
の
あ
る
日
々
を
過
ご
せ
る

一
年
で
有
り
ま
す
よ
う
に
願
望
し
ま

す
。 

 

平
成
31
年
の
新
年
を
迎
え
た
昨
年
、

５
月
に
「
令
和
」
と
な
っ
た
年
号
が
、

よ
う
や
く
馴
染
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年

は
何
と
い
っ
て
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
、
人
生
に
２
度
も
見
る
こ
と
が
出

来
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

 

今
回
発
行
の
会
報
誌
、
お
手
元
に
届

き
ど
の
よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
で
し

ょ
う
か
？ 

次
号
の
参
考
と
さ
せ
て

頂
き
た
く
、
お
声
を
ひ
と
こ
と
、
編
集

委
員
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
さ
ら
に
向

上
さ
せ
て
満
足
の
い
く
会
報
誌
作
り

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
年
も
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 
鬼
は
外
、
福
は
内
と
邪
気
を
払
い
終

え
た
今
、
穏
や
か
な
春
が
待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。 

 
 
 

（
清
水
） 

 

  


